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各種用途に対応したパインアップル品種開発および育種技術の確立

１ 代表機関・研究統括者

沖縄県農業研究センター 松村 まさと

２ 研究期間：2019～2023年度（5年間） 

３ 研究目的 

用途が拡大している加工品に適性を持つ用途別の品種開発と多様化する選抜育

種工程の効率化を目指した育種技術の開発、加えて新たな流通体系の構築に向けた

果実の非破壊評価システムの開発を行う。 

４ 研究内容及び実施体制 

① 各種用途に対応した良食味パインアップル品種の開発

各種用途に対応した良食味パインアップル品種の開発および育成品種に適し 

た作型を明らかにする。 
（沖縄県農業研究センター名護支所、沖縄県農業研究センター石垣支所） 

② パインアップル系統における香り特性の評価

選抜系統の香気プロファイルを評価するとともに、育種の新選抜項目として香

気成分に着目し、育種に活用可能な指標を作成する。 
（琉球大学農学部） 

③ パインアップル有用形質の DNAマーカーの開発とマーカー選抜効率の解明

パインアップル有用形質の DNAマーカーの開発と作成した DNAマーカーについ

て選抜効率を解明する。 
（日本大学生物資源科学部） 

④ 非破壊センサーを活用した果実評価システムの開発

生食用パインアップルの流通過程で問題となる障害果や低品質の果実を判別

するための非破壊評価システムを開発する。 
（三井金属計測機工株式会社） 

５ 達成目標 

用途に適した品種を 1品種以上登録し、品種に適した作型を明らかにする。香気 

特性の分析と評価、および有用形質に係る DNA マーカーの１個以上の開発を行う。 

また、既存 7品種および有望系統における精度の高い非破壊評価システムの開発を 

行う。 

６ 期待される効果・貢献 

開発品種を利用した付加価値の高い加工品の開発や品質保証された果実の流通 

システムの実現により国産パインアップルの消費拡大が期待され、生産額が 10％

程度増加することで、１～２億円程度の経済効果が見込まれる。

【連絡先 沖縄県農業研究センター 0980-52-0052】



01025C 各種用途に対応したパインアップル品種開発および育種技術の確立 

 


